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は
じ
め
に

日
本
古
典
文
学
史
の
な
か
で
も
、
源
氏
物
語
は
、
ひ
と
き
わ
異
彩
を
放
つ
物

語
と
い
っ
て
よ
い
。
古
く
か
ら
、
こ
の
物
語
は
、
多
く
の
ひ
と
び
と
に
読
ま
れ
、

受
け
い
れ
ら
れ
、
至
宝
の
よ
う
に
も
て
は
や
さ
れ
て
き
た
。
源
氏
物
語
が
、
ま

さ
し
く
「
古
典
」
と
し
て
の
地
位
を
築
い
て
い
く
こ
と
も
、
そ
う
し
た
先
に
た

ど
り
つ
く
結
末
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
源
氏
物
語
は
、

な
ぜ
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
盛
ん
に
享
受
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

た
と
え
ば
、
平
安
時
代
中
期
、
更
級
日
記
を
書
い
た
菅
原
孝
標
女
が
、
源
氏

物
語
を
た
っ
た
一
人
で
読
み
ふ
け
る
こ
と
が
で
き
る
幸
せ
に
比
べ
れ
ば
、
后
の

位
な
ど
た
い
し
た
も
の
で
は
な
い
、
と
語
り
、
い
つ
か
、
自
分
も
「
光
の
源
氏

の
夕
顔
、
宇
治
の
大
将
の
浮
舟
の
女
君
の
や
う
に
こ
そ
あ
ら
め
」（
二
九
九
頁
）

と
願
っ
た
よ
う
に
、
物
語
の
登
場
人
物
に
そ
な
わ
る
魅
力
が
、
源
氏
物
語
享
受

の
一
端
を
担
っ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
鎌
倉
時
代
前
期
に
行
わ
れ
た
六
百
番
歌
合
に
お
い
て
、
藤
原
俊

成
が
「
源
氏
見
ざ
る
歌
詠
み
は
遺
恨
ノ
事
也
。」（
一
八
七
頁
）
と
述
べ
た
よ
う

に
、
詠
作
に
供
す
る
た
め
、
い
う
な
ら
ば
、
和
歌
の
素
材
と
し
て
の
価
値
を
挙

げ
る
こ
と
も
で
き
る
。

た
と
え
ば
、
江
戸
時
代
前
期
、
木
下
長
嘯
子
の
没
後
、
そ
の
和
歌
や
文
章
を

集
め
て
刊
行
さ
れ
た
挙
白
集
（
慶
安
二
年
（
一
六
四
九
）
刊
）
に
は
、
源
氏
物

語
の
須
磨
巻
に
お
い
て
、
須
磨
に
退
去
し
た
光
源
氏
の
も
と
へ
頭
中
将
が
訪
れ

た
こ
と
に
対
し
、「
な
べ
て
、
友
ど
ち
は
、
か
う
ぞ
あ
ら
ま
ほ
し
く
、
涙
も
こ
ぼ

る
ば
か
り
思
ひ
た
ま
ふ
る
。」（
第
二
巻
・
二
〇
頁
）

（
注
１
）と
感
動
し
た
こ
と
が
述
べ

ら
れ
て
い
て
、
自
分
じ
し
ん
の
身
体
を
物
語
内
に
投
影
し
て
読
も
う
と
す
る
姿

勢
も
あ
っ
た
。

た
と
え
ば
、
首
書
源
氏
物
語
（
寛
文
十
三
年
（
一
六
七
三
）
刊
）
に
は
、
源

氏
物
語
の
桐
壺
巻
に
お
い
て
、
桐
壺
帝
の
桐
壺
更
衣
に
対
す
る
異
常
な
寵
愛
が

「
や
う
〳
〵
あ
め
の
し
た
に
も
あ
ぢ
き
な
う
、
人
の
も
て
な
や
み
ぐ
さ
」
に
な
っ

て
い
た
と
す
る
文
章
に
対
し
、「
或
抄
、
初
に
女
中
の
ね
た
み
を
い
ひ
、
次
に
上

達
部
、
上
人
と
い
ひ
、
又
、
天
下
に
も
と
也
。
世
上
に
と
や
か
く
や
と
い
ひ
く

さ
に
す
る
也
。」（
六
二
頁
）

（
注
２
）と
注
釈
が
つ
け
ら
れ
て
い
て
、
単
な
る
語
彙
考
証

に
と
ど
ま
ら
ず
、
物
語
の
文
脈
の
な
か
で
の
こ
と
ば
の
役
割
を
さ
ぐ
ろ
う
と
す

る
方
法
も
あ
っ
た
。
源
氏
物
語
に
は
、
物
語
そ
れ
じ
た
い
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ

る
豊
か
な
内
容
が
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て
く
る
。

た
と
え
ば
、
三
条
西
実
教
の
説
を
正
親
町
実
豊
が
書
き
と
ど
め
た
和
歌
聞
書

（
明
暦
二
年
（
一
六
五
六
）
以
後
、
寛
文
（
一
六
六
一
～
一
六
七
三
）
初
頃
成

近
世
中
期
の
源
氏
物
語
享
受
一
斑
―
萩
原
宗
固
と
仙
源
抄

―
須
　
藤
　
　
　
圭
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立
）
に
は
、「
源
氏
を
よ
く
見
て
よ
し
。
さ
ま
〴
〵
の
趣
向
出
来
す
る
も
の
也
。

い
ま
だ
よ
き
事
、
古
人
の
よ
み
の
こ
し
た
る
事
、
い
か
程
も
有
之
事
也
。」（
七

四
九
頁
）
と
あ
り
、
源
氏
物
語
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
趣
向
が
書
か
れ
て
い
て
、

書
か
れ
て
い
な
い
も
の
は
残
っ
て
い
な
い
ほ
ど
だ
、
と
ま
で
言
わ
し
め
て
い
る
。

な
ぜ
、
源
氏
物
語
が
、
享
受
さ
れ
つ
づ
け
て
い
る
か
…
…
。
こ
の
こ
と
を
考

え
た
と
き
、
以
上
、
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
源
氏
物
語
の
内
実
に
か
か
わ
る
理

由
が
あ
る
こ
と
は
、
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
し
か
し
、
源
氏
物
語
に
は
、
そ

こ
に
書
か
れ
た
内
実
と
か
か
わ
る
姿
勢
と
は
違
っ
て
、
こ
の
物
語
が
、
梗
概
書

や
絵
入
本
、
注
釈
書
と
い
っ
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
の
享
受
資
料
を
も
っ
て
い
た

こ
と
も
、
そ
の
隆
盛
を
語
る
う
え
で
見
過
ご
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
伊
井
春

樹
の
調
査

（
注
３
）に
よ
れ
ば
、
江
戸
時
代
に
出
版
さ
れ
た
版
本
は
、
お
お
よ
そ
百
十
三

点
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
、
注
釈
書
二
十
六
、
梗
概
書
二
十
三
、
絵
本
十
三
、

和
歌
関
係
十
、
教
育
七
、
系
図
五
、
辞
書
三
、
遊
戯
三
、
評
論
三
、
な
ど
に
分

類
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
、
こ
れ
ら
の
享
受
資
料
の
影
響
も
小
さ
く
な
い
は
ず
で

あ
る
。

そ
こ
で
、
江
戸
時
代
中
期
、
烏
丸
光
栄
、
武
者
小
路
実
岳
、
冷
泉
為
村
ら
に

学
び
、
塙
保
己
一
や
横
田
袋
翁
な
ど
の
優
れ
た
門
弟
を
輩
出
し
た
、
江
戸
歌
壇

の
実
力
者
の
ひ
と
り
、
萩
原
宗
固
を
軸
に
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
み
る
こ
と
に

し
た
い
。

一　

宗
固
の
人
と
学
問

萩
原
宗
固
と
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
か
（
注
４
）。
宗
固
は
、

元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）
に
生
ま
れ
、
天
明
四
年
（
一
七
八
四
）
に
没
し
た
。

名
を
貞
辰
、
通
称
を
又
三
郎
、
百
花
庵
と
も
号
し
た
。
没
後
に
刊
行
さ
れ
た
家

集
、
志
野
乃
葉
草
の
漢
文
跋
（
天
明
六
年
（
一
七
八
六
）
和
文
序
、
同
年
漢
文

跋
、
寛
政
四
年
（
一
七
九
二
）
奥
書
）
に
は
、「
蓋
、
少
而
好
学
、
至
老
不
廃
、

其
於
本
邦
之
書
、
国
史
、
家
乗
、
以
至
稗
官
小
説
、
莫
不
旁
閲
而
探
究
者
也
。」

（
け
だ
し
、
少
に
し
て
学
を
好
み
、
老
に
至
つ
て
廃
さ
ず
、
そ
の
本
邦
の
書
に
お

い
て
は
、
国
史
、
家
乗
よ
り
、
以
て
稗
官
小
説
に
至
る
ま
で
、
旁
閲
し
て
深
究

せ
ざ
る
者
な
き
な
り
。）
と
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
書
籍
に
つ
う
じ
、
博
覧
強
記
で

あ
っ
た
と
高
く
評
価
さ
れ
る
。
ま
た
、
河
村
秀
穎
の
楽
寿
筆
叢
・
第
三
（
安
永

八
年
（
一
七
七
九
）
頃
～
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）
成
立
）
に
「
自
ら
書
写
を

好
み
、
う
つ
し
置
け
る
書
籍
、
実
に
汗
牛
充
楼

（
注
５
）と
い
ふ
べ
し
。」（
一
八
一
頁
）

と
あ
る
ほ
か
、
石
野
広
通
が
編
ん
だ
霞
関
集
（
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
刊
）

に
「
手
づ
か
ら
書
写
を
好
て
、
筆
に
倦
こ
と
を
覚
え
ず
。
老
て
い
よ
篤
し
。」（
二

二
二
頁
）
と
あ
り
、
大
田
南
畝
の
一
話
一
言
・
巻
六
（
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）

頃
～
文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
頃
成
立
）
に
も
「
和
歌
を
よ
く
し
、
和
学
に
精

し
、
自
ら
抄
写
す
る
所
数
千
百
巻
に
及
べ
り
。」（
第
十
二
巻
・
二
三
九
頁
）
と

あ
る
よ
う
に
、
非
常
に
多
く
の
書
籍
を
写
し
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
た
ら	

し
い
。

宗
固
が
書
き
写
し
た
物
語
の
一
例
を
掲
げ
て
お
け
ば
、
以
下
の
と
お
り
。

【
ア
】
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
「
お
ち
く
ほ

物
か
た
り
」（
写
本
、
一
冊
、
函
架
番
号　

黒
・
一
・
Ｈ
・
六
三
）。
萩

原
宗
固
自
筆
本
。
巻
末
「
百
華
翁
。
予
、
幼
年
の
時
節
に
、
後
達
の
よ

み
て
き
か
せ
侍
り
し
は
、
四
帖
の
本
に
も
あ
ら
ず
。
又
、
こ
の
小
お
ち

く
ぼ
に
も
あ
ら
ず
。
別
本
と
み
え
た
り
」。

【
イ
】
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
堤
中
納
言
物
語
」（
写
本
、
二
冊
、
函
架
番
号　

二
一
・
一
〇
六
・
一
三
三
六
）。
木
村
正
辞
旧
蔵
。
萩
原
宗
固
自
筆
本
。



  3  

巻
末
「
こ
の
ふ
み
は
、
百
花
庵
宗
固
翁
の
自
筆
疑
ひ
あ
る
べ
か
ら
ず
。

あ
る
書
師
の
も
と
に
て
も
と
む

（
注
６
）」。

【
ウ
】
中
西
健
治
先
生
蔵
「
住
吉
物
語
」（
写
本
、
一
冊
）。
萩
原
宗
固
自
筆
本

の
転
写
本
。
巻
末
「
右
、
住
吉
物
語
は
、
萩
原
宗
固
、
古
写
本
数
本
を

以
て
考
た
ゞ
さ
れ
し
を
、
永
井
氏
と
よ
子
み
づ
か
ら
写
し
も
た
る
を
乞

も
と
め
て
、
文
化
十
五
季
卯
月
の
は
じ
め
、
露
屋
中
に
う
つ
し
畢
ぬ
。

七
十
六
齢　

穂
積

（
注
７
）」（
図
１
、
２
参
照
）。

こ
の
他
に
も
、
複
数
の
写
本
の
存
在
を
掲
げ
る
こ
と
が
で
き
、
宗
固
が
、
物

語
に
も
関
心
を
寄
せ
、
盛
ん
に
書
写
し
て
い
た
様
子
が
浮
か
び
あ
が
っ
て	

く
る
（
注
８
）。

二　

文
学
を
ど
う
読
み
解
く
か

と
こ
ろ
で
、
い
ず
れ
の
人
物
で
あ
っ
た
に
せ
よ
、
和
歌
や
物
語
を
読
み
解
く

う
え
で
、
こ
と
ば
の
意
味
を
解
説
し
た
辞
書
は
、
必
須
の
ツ
ー
ル
と
い
っ
て
よ

い
。
宗
固
の
著
作
を
通
覧
し
て
い
く
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
、
辞
書
を
用
い
、

和
歌
や
物
語
を
読
み
解
こ
う
と
す
る
姿
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

宗
固
の
著
作
の
ひ
と
つ
で
あ
る
一
葉
抄
は
、
文
化
的
な
風
習
に
関
す
る
覚
え

書
き
や
、
物
語
の
作
者
に
関
す
る
考
証
、
ま
た
、
和
歌
や
物
語
の
こ
と
ば
に
か

か
わ
る
注
釈
な
ど
を
書
き
と
ど
め
た
、
い
わ
ゆ
る
、
雑
記
に
分
類
で
き
る
。
次

に
掲
げ
る
の
は
、
そ
の
一
葉
抄
に
書
き
と
ど
め
ら
れ
た
一
節
で
、
古
今
和
歌
集

の
一
首
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
さ
い
、
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
る
「
ひ
つ
ち
」
と
い

う
こ
と
ば
の
意
味
を
考
証
し
た
部
分
で
あ
る
。

【
Ａ
１
】
一
葉
抄

	
	

一�

古
今
集
、
秋
下
、
題
不
知
、
読
人
不
知
、「
か
れ
る
田
に
お
ふ
る
ひ●

●

●

つ
ち

の
ほ
に
い
で
ぬ
は
世
を
今
さ
ら
に
あ
き
は
て
ぬ
と
か
」。
貞
云
、
ひ
つ
ち

は
、
苅
田
よ
り
又
お
ひ
出
る
稲
を
い
ふ
。
和
名
集
云
、
穭 

俗
云
、
比
豆
知
。

自
生
稲
也
、
云
々
。（
後
略
）

�

（
五
十
二
丁
裏
～
五
十
三
丁
表
）

【
Ａ
２
】
和
名
類
聚
抄
（
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
古
活
字
本
）

	
	

穭　

唐
韻
云
、
穭 

音
呂
。
後
漢
書
穭
。
読
、
於
路
賀
於
比
俗
云
、
比
豆
知
。
自
生
稲
也
。

�

（
七
四
〇
頁
）

古
今
和
歌
集
の
三
〇
八
番
歌
の
「
ひ
つ
ち
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
を
示
す

た
め
、
宗
固
は
「
和
名
集
」、
す
な
わ
ち
、
和
名
類
聚
抄
を
引
用
す
る
。
和
名
類

聚
抄
は
、
平
安
時
代
中
期
に
成
立
し
た
辞
書
だ
が
、
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）

の
序
を
も
つ
古
活
字
本
を
は
じ
め
、
近
世
期
に
も
広
く
流
布
し
て
い
た
。
宗
固

は
、
和
歌
を
読
み
解
く
と
き
、
和
名
類
聚
抄
と
い
う
辞
書
を
活
用
し
て
い
た
、

と
い
う
、
ご
く
あ
た
り
ま
え
の
事
実
を
確
認
し
て
お
く
。

源
氏
物
語
を
読
む
さ
い
は
、
ど
う
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、

源
氏
物
語
の
鈴
虫
巻
を
読
み
解
こ
う
と
し
た
と
き
の
覚
え
書
き
に
あ
た
る
。

【
Ｂ
１
】
一
葉
抄

	
	

一�

源
氏
、
鈴
虫
巻
云
、「
此
世
に
す
ぐ
れ
給
へ
る
さ
か
り
を
い
と
ひ
は
な
れ

給
ひ
て
、
な
が
き
よ
ゝ
に
た
ゆ
ま
じ
き
御
契
を
法
花
経
に
む
す
び
給
、

た
う
と
く
ふ
か
き
さ
ま
を
あ
ら
は
し
て
、
今
の
世
に
ざ
え
も
す
ぐ
れ
、

ゆ
た
け
き
さ●

●

●

き
ら
を
、
い
と
ゞ
心
し
て
い
ひ
つ
ゞ
け
た
る
。
下
略
」。
細

流
抄
云
、
弁
舌
也
。
宗
祇
問
答
抄
、
孟
津
抄
、
弁
説
也
。
一
条
禅
閣
和
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図１　中西健治先生蔵「住吉物語」（表紙見返し～１丁表）

図２　中西健治先生蔵「住吉物語」（73丁裏～裏表紙見返し）
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秘
抄
云
、（
中
略
）。
兼
載
抄
物
云
、（
中
略
）。
或
人
云
、（
中
略
）。
和

名
抄
云
、
説
文
云
、
唇
吻
。
上
音
旬
、
久
知
比
留
。
下
音
粉
、
久
知
佐

岐
良
。
く
ち
さ
き
ら
の
ゆ
た
か
な
る
と
は
、
辨
舌
な
る
を
い
ふ
な
り
。

貞
考
、（
後
略
）

�

（
七
十
五
丁
表
～
七
十
六
丁
表
）

【
Ｂ
２
】
和
名
類
聚
抄
（
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
古
活
字
本
）

	
	

唇
物　

説
文
云
、
唇
物 
上
音
旬
、
久
知
比
留
。
下
音
粉
、
久
知
佐
岐
良
。

�

（
五
七
六
頁
）

出
家
し
た
女
三
の
宮
の
持
仏
の
開
眼
供
養
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
趣
旨
を
述
べ

て
い
く
講
師
の
様
子
を
あ
ら
わ
し
た
「
さ
き
ら
」
に
対
し
、
細
流
抄
や
宗
祇
問

答
抄
、
孟
津
抄
な
ど
、
先
行
す
る
源
氏
注
を
掲
げ
な
が
ら
、
こ
こ
で
も
、
や
は

り
、
和
名
類
聚
抄
（
和
名
抄
）
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
に
、
和
歌
や
物
語
を
読
解
す
る
さ
い
に
辞
書
が
必
要
だ
っ

た
と
す
れ
ば
、
源
氏
物
語
注
釈
史
の
な
か
に
も
、
辞
書
の
性
質
を
も
つ
も
の
が

あ
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
、
じ
っ
さ
い
に
、
そ
の
代
表
と
し
て
掲
げ
る
こ
と
が
で

き
る
の
が
、
四
辻
善
成
に
よ
っ
て
著
さ
れ
た
河
海
抄
（
貞
治
元
年
（
一
三
六
二
）

頃
成
立
）
で
あ
る

（
注
９
）。
河
海
抄
は
、
源
氏
物
語
の
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
、
典
拠
と

先
例
を
掲
げ
て
解
説
す
る
も
の
だ
が
、
そ
の
中
で
、
和
語
に
対
し
て
漢
字
に
よ

る
注
釈
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
ま
さ
し
く
、

こ
と
ば
の
意
味
を
解
説
す
る
辞
書
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ

り
、
事
実
、
河
海
抄
は
、
辞
書
と
し
て
の
使
い
方
も
な
さ
れ
て
い
く
こ
と
に	

な
る
。

【
Ｃ
１
】
一
葉
抄

	
	

一�

源
氏
、
葵
巻
云
、「
此
も●

●

●

ち
ゐ
、
か
う
か
ず
〳
〵
に
所
せ
き
さ
ま
に
は
あ

ら
で
」。
河
海
抄
云
、
亥
の
子
の
餅
は
色
々
也
。
三
日
夜
の
餅
は
、
一
色

な
れ
は
、「
数
〳
〵
に
は
あ
ら
で
」
と
云
也
、
云
々
。
貞
考
、（
後
略
）

�

（
二
十
三
丁
裏
）

【
Ｃ
２
】
河
海
抄
（
巻
五
）

	
	

�

此
も
ち
ゐ
、
か
う
か
ず
〳
〵
に
所
せ
き
さ
ま
に
は
あ
ら
で
、
あ
す
の
く
れ

に
ま
い
ら
せ
よ
。
け
ふ
は
い
ま
〳
〵
し
き
日
な
り
け
り
と

	
	

	
�

亥
子
餅
は
、
色
々
也
。
三
日
夜
餅
は
、
白
一
色
な
れ
は
、「
か
ず
〳
〵
に

は
あ
ら
で
」
と
云
也
。「
い
ま
〳
〵
し
き
日
」
と
は
、
重
日
を
忌
也
。

�

（
二
九
三
頁
）

源
氏
物
語
の
葵
巻
、
光
源
氏
が
紫
の
上
と
は
じ
め
て
逢
瀬
を
交
わ
し
た
後
、

時
節
に
沿
っ
た
亥
の
子
餅
で
は
な
く
、
結
婚
成
立
を
意
味
す
る
三
日
夜
餅
を
さ

し
あ
げ
よ
う
と
す
る
く
だ
り
に
対
し
、
河
海
抄
を
用
い
て
、
説
明
が
加
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
河
海
抄
の
記
述
は
、
源
氏
物
語
に
あ
ら
わ
れ
る
「
も
ち
ゐ
」
の

説
明
に
な
っ
て
い
て
、
辞
書
と
し
て
、
こ
と
ば
の
意
味
を
説
明
す
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
、
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

【
Ｄ
１
】
一
葉
抄

	
	

一�

源
氏
、
紅
梅
巻
云
、「
な
を
か
き
あ
は
せ
給
へ
、
と
せ
め
き
こ
え
た
ま
へ

ば
、
く
る
し
と
お
ぼ
し
た
る
気
色
な
が
ら
、
つ
ま
び
き
に
い
と
よ
く
あ

は
せ
て
、
た
ゞ
す
こ
し
か
き
な
ら
し
給
。
か●

●

●

●

は
ぶ
え
、
ふ
つ
ゝ
か
に
な

れ
た
る
声
し
て
」。
貞
考
、（
中
略
）
皮
笛
の
事
、
河
海
に
委
し
く
記
給

へ
り
。

�

（
二
十
一
丁
表
）
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【
Ｄ
２
】
河
海
抄
（
巻
十
六
）

	
	

か
は
ぶ
え
、
ふ
つ
ゝ
か
に
な
れ
た
る
こ
ゑ
し
て

	
	

	
�

ふ
つ
ゝ
か
は
ふ
と
し
と
い
ふ
心
歟
。
太 

フ
ト
シ
。
太フ
ト

笛フ
ヱ

。
皮
笛 

哥
笛
イ 

、
嘯

也
。
文
選
、
嘯
賦
云
、
動
セ
レ
唇ク
チ
ヒ
ル有

レ
曲
、
発
ス
レ
ハ
レ
口
ヲ
成
ス
レ
音
。（
後

略
）

�

（
五
三
七
頁
）

紅
梅
巻
に
お
い
て
、
紅
梅
大
納
言
の
求
め
に
応
じ
、
真
木
柱
と
紅
梅
大
納
言

と
の
あ
い
だ
に
生
ま
れ
た
大
夫
の
君
と
、
真
木
柱
と
故
蛍
兵
部
卿
宮
と
の
あ
い

だ
の
子
で
あ
る
宮
の
御
方
が
合
奏
す
る
く
だ
り
。
紅
梅
大
納
言
は
、
二
人
の
合

奏
に
「
か
は
ぶ
え
」
を
合
わ
せ
る
こ
と
に
す
る
。
一
葉
抄
は
、
こ
こ
に
み
え
る

「
か
は
ぶ
え
」
と
い
う
こ
と
ば
の
詳
細
を
知
り
た
け
れ
ば
、
河
海
抄
を
参
照
せ

よ
、
と
い
う
。「
か
は
ぶ
え
」
と
は
何
か
、
ど
う
い
っ
た
由
来
を
も
っ
て
い
る

か
、
そ
れ
ら
の
詳
細
の
一
切
が
河
海
抄
と
い
う
辞
書
に
ゆ
だ
ね
ら
れ
て
い
る

（
（注

（
注

。

源
氏
物
語
の
注
釈
書
の
ひ
と
つ
で
あ
る
河
海
抄
を
と
り
あ
げ
、
辞
書
と
し
て

の
性
質
を
確
認
し
て
き
た
。
も
ち
ろ
ん
、
河
海
抄
を
引
用
す
る
一
葉
抄
の
記
述

は
、
源
氏
物
語
の
こ
と
ば
に
対
す
る
注
釈
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
そ
の
注
釈

書
で
あ
る
河
海
抄
が
用
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
河
海
抄
が
、
和
名
類
聚

抄
な
ど
の
辞
書
と
ま
っ
た
く
同
じ
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

し
か
し
、
こ
と
ば
の
意
味
や
由
来
を
知
ろ
う
と
し
た
と
き
、
源
氏
物
語
そ
の
も

の
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
源
氏
物
語
か
ら
解
放
さ
れ
て
広
が
っ
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
辞
書
と
し
て
の
様
態
こ
そ
、
源
氏
物
語
享
受
の
拡
散
を
助
け
、
ま
た
、

推
進
し
て
い
っ
た
、
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
。
河
海
抄
の
辞
書
と
し

て
の
ス
タ
イ
ル
が
、
源
氏
物
語
享
受
を
支
え
た
一
因
に
な
っ
て
い
る
、
と
い
っ

て
よ
い
は
ず
だ

（
（注

（
注

。

三　

辞
書
と
し
て
の
源
氏
注

宗
固
が
関
与
し
た
も
の
と
し
て
、
い
っ
そ
う
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
も
の
に
、

蜻
蛉
日
記
草
稿
が
あ
る

（
（注

（
注

。
蜻
蛉
日
記
草
稿
は
、
天
延
二
年
（
九
七
四
）
頃
に
成

立
し
た
蜻
蛉
日
記
の
、
そ
の
注
釈
で
あ
り
、
お
お
よ
そ
、
一
〇
〇
〇
を
超
え
る

書
目
が
あ
ら
わ
れ
る
。
い
ま
、
こ
の
書
目
を
一
覧
に
し
て
示
す
と
、
次
の
表
の

よ
う
に
な
る
。

和
漢
を
問
わ
ず
、
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
書
目
が
掲
げ
ら

れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
看
過
で
き
な
い
こ
と
は
、
和
名
類
聚
抄
や
河
海
抄
と
と

も
に
、
南
北
朝
時
代
、
南
朝
の
長
慶
天
皇
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
、
仙
源
抄
（
弘

和
元
年
（
一
三
八
一
）
成
立
）
と
い
う
源
氏
物
語
の
注
釈
書
が
あ
ら
わ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

【
Ｅ
１
】
蜻
蛉
日
記
（
上
巻
）

	
	

ま
た
ま
た
も
お
こ
す
れ
ど
、
返
り
ご
と
も
せ
ざ
り
け
れ
ば
、
ま
た
、

	
	

	
	

�（
兼
家
）
お
ぼ
つ
か
な
音
な
き
滝
の
水
な
れ
や
ゆ
く
へ
も
知
ら
ぬ
瀬
を
ぞ

た
づ
ぬ
る

	
	

�

こ
れ
を
、「
い
ま
こ
れ
よ
り
」
と
言
ひ
た
れ
ば
、
痴●

れ●

た●

る●

や
う
な
り
や
、

か
く
ぞ
あ
る
。

�

（
九
十
一
頁
）

【
Ｅ
２
】
蜻
蛉
日
記
草
稿
（
第
一
冊
）

	
	

�

源
氏
は
ゝ
き
ゞ
巻　

中
将
、「
な
に
が
し
は
、
し
れ
も
の
ゝ
物
が
た
り
を
せ

ん
。」
と
て
。
し
れ
も
の　

仙
源
抄
ニ
白
物
。

�

（
三
・
１－

55－

３
）
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【
Ｅ
３
】
仙
源
抄

	
	

�
し
れ
物　

白
物 

シ
レ
モ
ノ
。

�

（
五
十
六
頁
）

道
綱
母
が
、
自
分
か
ら
の
返
事
が
な
い
こ
と
に
痺
れ
を
切
ら
し
て
催
促
す
る

兼
家
に
対
し
、
愚
か
し
い
者
だ
、
と
感
じ
る
く
だ
り
。
蜻
蛉
日
記
草
稿
は
、「
し

れ
も
の
」
に
つ
い
て
、
源
氏
物
語
の
帚
木
巻
の
一
節
を
引
用
し
な
が
ら
、
仙
源

抄
に
「
白
物
」
と
注
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
そ
れ
は
、
じ
っ
さ
い
に
、

仙
源
抄
に
あ
た
っ
て
み
て
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
Ｆ
１
】
蜻
蛉
日
記
（
中
巻
）

あ
げ
た
る
簾
ど
も
う
ち
お
ろ
し
て
見
や
れ
ば
、
木
間
よ
り
火
二
と
も
し
三

と
も
し
見
え
た
り
。
幼
き
人
け●

い●

め●

い●

し
て
出
で
た
れ
ば
、（
兼
家
が
）
車

な
が
ら
立
ち
て
あ
る
、

�
（
二
三
〇
頁
）

【
Ｆ
２
】
蜻
蛉
日
記
草
稿
（
第
四
冊
）

源
氏
夕
顔
巻
、
あ
づ
か
り
い
み
じ
く
け
い
め
い
し
あ
り
く
け
し
き
に
。
注

云
、
け
い
め
い
、
う
や
ま
ひ
し
た
が
ふ
也
。
又
云
、
驚
た
る
義
也
。
仙
源

抄
、
け
い
め
い
し
て
、
経
営
也
。

�

（
百
三
・
５－

224－

６
）

【
Ｆ
３
】
仙
源
抄

け
い
め
い
し
て　

経
営
也
。

�

（
四
十
一
頁
）

山
寺
に
参
籠
し
て
い
た
道
綱
母
を
追
っ
て
、
兼
家
が
牛
車
で
来
訪
す
る
く
だ

り
。
蜻
蛉
日
記
草
稿
は
、「
け
い
め
い
」
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
も
、
源
氏
物
語
の

夕
顔
巻
の
一
節
を
示
し
た
う
え
で
、
い
く
つ
か
の
注
説
を
掲
げ
つ
つ
、
仙
源
抄
に

よ
れ
ば
「
経
営
」
の
こ
と
で
あ
る
、
と
い
う
。「
経
営
」
は
、
忙
し
く
対
応
す
る

こ
と
。
幼
い
子
ど
も
が
道
綱
母
と
兼
家
と
の
あ
い
だ
を
取
り
次
い
だ
こ
と
を
指
す
。

【
Ｇ
１
】
蜻
蛉
日
記
（
中
巻
）

	
	

�

そ
の
こ
ろ
、
小
一
条
の
左
大
臣
の
御
（
＝
藤
原
師
尹
の
五
十
の
賀
の
こ
と
）

と
て
、
世
に
の
の
し
る
。
左
衛
門
督
の
、
御
屏
風
の
こ
と
せ
ら
る
る
と
て
、

え
さ
る
ま
じ
き
た
よ
り
を
は
か
ら
ひ
て
、
責
め
ら
る
る
こ
と
あ
り
。（
中

略
）

	
	

	
	

�（
道
綱
母
）
雲
居
よ
り
こ
ち
く
の
声
を
聞
く
な
へ
に
さ●

し●

く●

む●

ば
か
り
見

ゆ
る
月
影

�

（
一
八
四
頁
～
一
八
五
頁
）

【
Ｇ
２
】
蜻
蛉
日
記
草
稿
（
第
三
冊
）

	
	
�

宗
固
云
、
師
尹
（
傍
「
公
」）
の
御
賀
事
、
栄
花
に
は
見
え
ざ
る
歟
。
安
和

二
年
八
月
成
べ
し
。
師
尹
（
公
）
の
男
、
済
時

（
（注

（
注

な
ど
の
屏
風
の
料
に
、
歌

こ
ひ
給
ふ
成
べ
し
。（
中
略
）
歌
は
大
か
た
よ
く
聞
え
た
り
。
追
日
く
は
し

く
注
す
べ
し
。
さ
し
く
み
は
、
仙
源
抄
に
さ
し
よ
り
也
、
と
有
。
猶
説
あ

る
べ
し
。

�

（
六
十
九
・
３－

273－

３
）

【
Ｇ
３
】
仙
源
抄

	
	

さ
し
く
み　

さ
し
よ
り
也
。

�

（
五
十
一
頁
）

師
尹
の
五
十
の
賀
を
祝
う
た
め
、
新
た
に
制
作
す
る
屏
風
に
添
え
る
屏
風
歌
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引用書目 掲載数 引用書目 掲載数
続後撰和歌集 2 夫木和歌抄 14
続詞花和歌集 1 法華経 1
続千載和歌集 5 堀河百首 2
新古今和歌集 14 堀河百首注（顕昭） 1
新後拾遺和歌集 2 本草 4
新拾遺和歌集 1 枕草子 47
新続古今和歌集 1 雅亮装束抄 3
新千載和歌集 3 真名本伊勢物語 4
新勅撰和歌集 6 万代和歌集 13
説苑 1 万葉集 21
尺素往来 1 源順集 3
世俗浅深秘抄 2 明恵上人伝 1
切韻 1 無名抄 3
説文解字 2 紫式部日記 4
仙源抄 8 明月記 2
千載和歌集 5 毛詩 1
千手経 1 孟津抄 3
曽我物語 1 藻塩草 2
続古事談 1 元真集 1
孫愐切韻 4 元輔集 1
高光集 1 文選 1
竹取物語 4 家持集 1
竹菌抄 1 八雲御抄 14
千鳥抄 2 山城名勝志 5
長恨歌 1 大和物語 27
勅撰作者部類 3 養生秘要 1
貫之集 1 義孝集 1
徒然草 5 頼政集 4
唐韻 9 礼記 2
桃華蘂葉 2 落書露顕 1
土佐日記 9 吏部王記 2
俊頼髄脳 1 呂氏春秋 2
中務内侍日記 1 類字万葉 1
仲文集 2 類聚雑要抄 1
長能集 4 類聚三代格 1
難後拾遺 1 弄花抄 2
日本紀私記 1 和漢朗詠集 2
日本紀略 2 和名類聚抄 33
日本三代実録 2 〔或書〕 1
日本書紀 6 〔伊勢物語注〕 2
女房私記 1 〔勘物〕 1
年中行事歌合 6 〔系図〕 1
年中行事秘抄 1 〔源氏物語注〕 25
能因歌枕 1 〔古今和歌集注〕 1
白氏文集 3 〔拾遺和歌集注〕 1
橋寺申牒 1 〔徒然草注〕 1
毘沙門堂記 2 〔土佐日記注〕 1
百人一首抄（幽斎抄） 1 〔年中行事注〕 1
病源論 1 〔枕草子注〕 7
風雅和歌集 2 〔大和物語注〕 2
袋草紙 2
藤氏系図 2
扶桑略記 1 合計 1113
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表　蜻蛉日記草稿引用書目一覧

凡例
一�　蜻蛉日記草稿に記された「蜻蛉日記」を除く書目の名称と、それらがあらわれる掲載数を示した。

この大多数が出典注記であり、本書の基層を知ることができると考えたためである。
一　通行する書目の名称と異なる場合、通行のものに改めた。
一　単に「注」などとあるものの、前後の文章から範囲を特定できるものは〔　〕で示した。
一　特定の書目の引用文中にあらわれた書目、いわゆる、孫引きにあたるものも区別せずに含めた。
一�　出典注記として掲げられた書目のなかには、誤りがあることも考えられるが、ひとまず、これを信

頼した。
一　出典注記のない引用もあるものの、これを探索して採録することはしなかった。

引用書目 掲載数 引用書目 掲載数
赤染衛門集 3 建武年中行事 1
秋篠月清集 1 兼名苑 2
朝忠集 1 江家次第 2
敦忠集 2 孔子家語 1
和泉式部日記 3 小大君集 3
伊勢集 1 古今集顕昭註 3
伊勢大輔集 3 古今秘抄 1
伊勢物語 45 古今和歌集 89
伊勢物語闕疑抄 3 古今和歌集教長註 1
一条大納言家石名取歌合 2 古今和歌六帖 14
一代要記 1 古今著聞集 1
宇治拾遺物語 2 後拾遺和歌集 26
歌枕名寄 3 後撰和歌集 38
うつほ物語 15 小町集 2
盂蘭盆経 1 坤元儀 1
雲図抄 1 今昔物語集 2
栄花物語 33 言塵集 1
延喜式 8 西宮記 2
奥義抄 4 斎宮女御集 2
大鏡 23 催馬楽 3
大鏡裏書 1 細流抄 9
落窪物語 2 相模集 2
河海抄 15 狭衣物語 9
蜻蛉日記解環 1 定頼集 1
花鳥余情 12 実方集 1
兼輔集 2 更級日記 11
兼盛集 1 山槐記 2
歌林良材集 1 散木奇歌集 4
漢語抄 3 爾雅注 1
寛平御記 1 詞花和歌集 5
御記 1 字書 1
玉蕊 1 釈名 1
玉葉和歌集 14 拾遺愚草 1
禁秘抄 2 拾遺和歌集 44
金葉和歌集 2 拾芥抄 7
公卿補任 6 拾玉集 1
公事根源 6 袖中抄 6
愚秘抄 1 将門記 2
元亨釈書 1 小右記 2
源氏物語 150 続古今和歌集 8
源氏和秘抄 1 続後拾遺和歌集 1
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を
求
め
ら
れ
た
道
綱
母
が
、
そ
の
屏
風
歌
を
詠
む
く
だ
り
。
蜻
蛉
日
記
草
稿
は
、

宗
固
の
注
説
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
つ
つ
、
や
は
り
、
仙
源
抄
に
よ
っ
て
、「
さ

し
く
み
」
を
解
説
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
見
て
き
た
と
き
、
先
の
【
Ｅ
】
や
【
Ｆ
】
が
、
蜻
蛉
日
記
か
ら
、

源
氏
物
語
を
仲
介
さ
せ
、
そ
し
て
、
源
氏
物
語
の
注
釈
書
で
あ
る
仙
源
抄
を
活

用
す
る
形
を
も
つ
一
方
で
、【
Ｇ
】
に
お
い
て
は
、
源
氏
物
語
を
橋
渡
し
に
せ

ず
、
ダ
イ
レ
ク
ト
に
蜻
蛉
日
記
か
ら
仙
源
抄
へ
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
の
意

味
は
考
え
ら
れ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
仙
源
抄
が
、
源
氏
物
語
の
桐
壺
巻

か
ら
帚
木
巻
、
空
蝉
巻
…
…
と
順
に
注
を
つ
け
て
い
く
の
で
は
な
く
、
す
べ
て

の
注
を
一
括
し
、
巻
と
い
う
括
り
を
解
き
放
っ
た
う
え
で
、
い
ろ
は
順
に
並
べ

な
お
し
て
記
載
し
た
、
ま
さ
に
、
辞
書
で
あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

図
３
は
、
仙
源
抄
の
一
部
だ
。「
い
ろ
は
」
の
「
い
」
の
部
分
に
あ
た
っ
て
い

て
、「
い
ぬ
き
」「
い
か
に
あ
た
る
」「
い
が
た
う
め
」「
い
か
き
ひ
た
ぶ
る
心
」

「
い
か
め
し
」
と
、
こ
と
ば
が
並
べ
ら
れ
、
い
ろ
は
順
の
辞
書
と
し
て
の
ス
タ
イ

ル
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
い
ろ
は
順
に
注
説
を

配
列
し
た
仙
源
抄
は
、
源
氏
物
語
の
注
釈
書
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
辞
書
の
よ

う
に
用
い
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。【
Ｇ
】
の
叙
述
は
、

そ
う
し
た
辞
書
と
し
て
の
利
用
の
一
端
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

【
Ｈ
１
】
蜻
蛉
日
記
（
中
巻
）

	
	

�

初
夜
行
な
ふ
と
て
、
法
師
ば
ら
そ
そ
け
ば
、
戸
お
し
開
け
て
念
誦
す
る
ほ

ど
に
、
時
は
山
寺
わ
ざ
の
、
貝●

四
つ
吹
く
ほ
ど
に
な
り
に
た
り
。

�

（
二
二
九
頁
）

【
Ｈ
２
】
蜻
蛉
日
記
草
稿
（
第
四
冊
）

	
	
�

宗
固
云
、（
中
略
）
山
寺
に
四
ツ
の
時
の
貝
ふ
く
ほ
ど
に
な
り
た
る
な
り
。

図３　京都大学附属図書館蔵中院文庫「仙源抄」（１丁裏～２丁表）
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和
名
抄
に
、
宝
螺
、
千
手
経
云
、
若
為
召
二－

呼
一
切
諸
天
善
神
ノ
一
者
、
当 

二

手
宝
螺
一
と
あ
り
。

�

（
百
三
・
５－

224－

７
）

【
Ｈ
３
】
和
名
類
聚
抄
（
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
古
活
字
本
）

	
	

宝
螺　

千
手
経
云
、
若
為
召
呼
一
切
諸
天
善
神
者
、
当
手
宝
螺
。

�

（
七
〇
一
頁
）

【
Ｉ
１
】
蜻
蛉
日
記
（
上
巻
）

	
	

�

海
松
の
引●

干●

の
短
く
お
し
き
り
た
る
を
結
ひ
集
め
て
、
木
の
先
に
担
ひ
か

へ
さ
せ
て
、
細
か
り
つ
る
か
た
の
足
に
も
、
こ
と
の
尰
を
も
削
り
つ
け
て
、

も
と
の
よ
り
も
大
き
に
て
返
し
た
ま
へ
り
。

�

（
一
五
五
頁
）

【
Ｉ
２
】
蜻
蛉
日
記
草
稿
（
第
二
冊
）

	
	

�

う
つ
ほ
物
語
、（
中
略
）。
赤
染
衛
門
家
集
、（
中
略
）。
河
海
抄
、
ひ
き
ほ

し
、
引
干
、
海
草
也
。
尺
素
往
来
、（
後
略
）

�

（
四
十
九
・
２－
427－

８
）

【
Ｉ
３
】
河
海
抄
（
巻
二
十
）

	
	

ひ
き
ほ
し　

引
干
。
海
草
也
。

�

（
六
〇
三
頁
）

【
Ｈ
】【
Ｉ
】
に
は
、
和
名
類
聚
抄
を
利
用
す
る
例
と
、
河
海
抄
を
利
用
す
る

例
を
掲
げ
て
お
い
た
。
こ
れ
ら
の
利
用
の
方
法
は
、【
Ｇ
】
の
仙
源
抄
の
例
と
重

な
り
あ
い
、
互
い
の
共
通
項
を
浮
か
び
あ
が
ら
せ
て
い
る
。

仙
源
抄
は
、
刊
本
と
し
て
流
布
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
多
く
の

ひ
と
び
と
に
よ
っ
て
書
き
写
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
た
。
宗
固
の
前
後
に
限
っ

て
み
て
も
、
元
禄
五
年
（
一
六
九
二
）
書
写
の
実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
黒
川

文
庫
本

（
（注

（
注

、
享
保
四
年
（
一
七
一
九
）
書
写
の
東
海
大
学
附
属
図
書
館
蔵
桃
園
文

庫
一
本

（
（注

（
注

、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
書
写
の
同
一
本
（
（注

（
注

、
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

書
写
の
彰
考
館
文
庫
蔵
一
本

（
（注

（
注

な
ど
の
存
在
が
確
認
で
き
る
。
こ
う
し
た
流
布
の

状
況
も
、
仙
源
抄
が
、
た
ん
な
る
源
氏
物
語
の
注
釈
書
と
し
て
で
は
な
く
、
よ

り
広
範
な
意
義
を
有
し
て
い
た
、
と
考
え
る
た
め
の
一
助
に
な
る
だ
ろ
う
。

四　

お
わ
り
に
―
源
氏
物
語
享
受
資
料
の
多
彩
な
姿

宗
固
と
い
う
ひ
と
は
、
こ
と
ば
に
対
し
、
非
常
に
強
い
こ
だ
わ
り
を
も
っ
た

人
物
だ
っ
た
。
宗
固
の
古
今
和
歌
集
享
受
を
さ
ぐ
っ
た
久
保
田
啓
一
は
、「
宗
固

の
関
心
は
『
古
今
集
』
の
歌
語
そ
れ
ぞ
れ
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、
そ
の

著
述
は
勢
い
個
別
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た

（
（注

（
注

」
と
も
述
べ
て
い
る
。
蜻
蛉

日
記
草
稿
は
、
そ
う
し
た
宗
固
の
個
人
的
資
質
も
か
か
わ
っ
て
い
る
だ
ろ
う
け

れ
ど
も
、
宗
固
以
外
の
人
物
に
よ
る
注
説
も
含
ん
で
い
て
、
近
世
国
学
者
の
傾

向
と
し
て
総
体
的
に
考
え
て
い
か
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
蜻
蛉
日
記
草
稿

の
な
か
に
見
ら
れ
た
、
源
氏
物
語
の
注
釈
書
で
あ
る
河
海
抄
や
、
仙
源
抄
の
利

用
の
実
態
は
、
辞
書
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
も
つ
こ
れ
ら
の
注
釈
書
に
、
源
氏
物

語
の
読
解
に
と
ど
ま
ら
な
い
有
用
性
、
そ
し
て
、
拡
散
性
が
内
在
し
て
い
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

源
氏
物
語
の
享
受
者
の
拡
大
を
う
な
が
し
、
そ
の
普
及
に
一
役
買
っ
た
も
の

と
し
て
、
梗
概
書
、
絵
入
本
、
注
釈
書
の
存
在
が
あ
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
も

執
拗
に
言
及
さ
れ
て
き
た

（
（注

（
注

。
全
五
十
四
帖
に
及
ぶ
長
大
な
物
語
の
内
容
を
簡
便

に
知
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
梗
概
書
で
あ
る
源
氏
小
鏡
や
、
絵
と
と
も
に
物
語

を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
絵
入
源
氏
物
語
、
先
行
す
る
諸
注
を
集
め
て
見
や
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す
い
形
で
提
供
し
て
み
せ
た
首
書
源
氏
物
語
や
湖
月
抄
は
、
数
度
に
わ
た
っ
て

出
版
さ
れ
、
広
く
流
通
し
、
源
氏
物
語
の
読
者
層
を
拡
大
し
て
き
た
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
に
付
け
加
え
て
、
源
氏
物
語
が
受
け
い
れ
ら
れ
、「
古
典
」

と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
て
い
く
過
程
に
、
辞
書
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
も
つ
注

釈
書
で
あ
る
河
海
抄
や
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
い
ろ
は
順
に
注
説
を
配
列
し

た
仙
源
抄
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
源
氏
物
語
の
注
釈
書
が
盛
ん
に

編
ま
れ
て
い
く
な
か
で
生
ま
れ
、
や
が
て
、
源
氏
物
語
と
い
う
枠
組
み
か
ら
解

放
し
て
み
せ
た
辞
書
と
い
う
形
式
の
注
釈
書
、
就
中
、
仙
源
抄
の
価
値
を
重
く

捉
え
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
源
氏
物
語
が
享
受
さ
れ
る
歴
史
の
な
か
で
、

そ
の
内
実
に
見
い
だ
さ
れ
て
き
た
要
素
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
イ
ル
の

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
目
を
向
け
て
み
る
こ
と
、
そ
の
価
値
は
、
決
し
て
、
小
さ

く
な
い
。注

（
１
）	

松
田
修
は
、
こ
の
言
説
を
掲
げ
な
が
ら
、
木
下
長
嘯
子
の
源
氏
物
語
に
対
す
る

向
き
あ
い
方
が
、「『
源
氏
物
語
』
理
解
の
た
め
に
、
い
か
な
る
源
氏
学
も
要
請

さ
れ
て
い
な
い
。
読
者
が
原
典
に
直
接
体
当
り
し
て
ゆ
く
こ
と
に
よ
り
、
理
解

を
完
成
す
る
い
わ
ば
主
体
的
了
解
方
法
」（『
松
田
修
著
作
集　

第
一
巻
』
右
文

書
院
、
二
〇
〇
二
年
、
三
四
二
頁
）
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

（
２
）	

片
桐
洋
一
は
、
こ
う
し
た
姿
勢
を
と
り
あ
げ
な
が
ら
、「
物
語
の
展
開
の
中
に
そ

の
表
現
を
見
て
い
く
態
度
で
あ
っ
て
、
考
証
的
に
過
ぎ
た
古
い
時
代
の
注
釈
書

と
は
違
っ
て
、
物
語
を
楽
し
ん
で
鑑
賞
し
、
そ
れ
を
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る

態
度
」「
物
語
を
物
語
と
し
て
楽
し
む
方
法
を
見
出
そ
う
と
し
て
い
る
」（
片
桐

洋
一
『
首
書
源
氏
物
語　

総
論
・
桐
壺
』
和
泉
書
院
、
一
九
八
〇
年
、
一
三
五

頁
・
一
三
九
頁
）
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。

（
３
）	

伊
井
春
樹
「
源
氏
物
語
古
注
釈
書
類
の
出
版
」（『
武
蔵
野
文
学
』
四
十
五
、
一

九
九
七
年
十
二
月
）

（
４
）	

萩
原
宗
固
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。

	

▽�

高
信
鎭
「
萩
原
宗
固
の
歌
業
」（『
学
苑
』
八－

十
二
、
一
九
四
一
年
十
二
月
）

	

▽�

安
藤
菊
二
『
江
戸
の
和
學
者
』「
萩
原
宗
固
の
著
作
に
つ
い
て
」（
日
本
書
誌

学
大
系
39
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
四
年
）

	

▽�

安
藤
菊
二
『
江
戸
の
和
學
者
』「
楽
壽
筆
叢
―
晩
年
の
宗
固
と
秀
頴
―
」

（
日
本
書
誌
学
大
系
39
、
青
裳
堂
書
店
、
一
九
八
四
年
）

	

▽�

大
取
一
馬
『
新
勅
撰
和
歌
集
古
注
釈
と
そ
の
研
究
（
上
）』「
萩
原
宗
固
の
勅

撰
集
注
釈
―
『
新
勅
撰
集
秋
風
抄
』
と
新
出
書
簡
等
を
め
ぐ
っ
て
―
」

（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年　

←
『
国
文
学
論
叢
』
二
十
二
、
一
九
七
七
年

三
月
）

	

▽�

石
原
昭
平
「
大
東
急
文
庫
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
解
説
―
付
、
歌
人
・
萩
原

宗
固
の
注
釈
態
度
と
方
法
―
」（
上
村
悦
子
先
生
頌
寿
記
念
論
集
編
集
委
員

会
編
『
王
朝
日
記
の
新
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
五
年　

←
「
大
東
急
本

「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
に
つ
い
て
―
萩
原
宗
固
の
注
釈
態
度
を
中
心
に
―
」

（『
中
古
文
学
』
十
四
、
一
九
七
四
年
十
月
）
を
加
筆
改
訂
し
た
も
の
）

	

▽�

久
保
田
啓
一
「
近
世
堂
上
派
の
『
古
今
集
』
享
受
―
萩
原
宗
固
を
中
心
に

―
」（
森
正
人
・
鈴
木
元
編
『
文
学
史
の
古
今
和
歌
集
』
和
泉
書
院
、
二
〇

〇
七
年
）

（
５
）	
「
汗
牛
充
楼
」
は
「
汗
牛
充
棟
」
の
誤
り
か
。

（
６
）	
本
書
の
本
文
系
統
を
考
察
し
た
も
の
と
し
て
、
土
岐
武
治
「
大
東
急
記
念
文
庫

蔵
萩
原
宗
固
筆
「
堤
中
納
言
物
語
」
の
性
格
」（『
か
が
み
』
十
、
一
九
六
五
年

三
月
）
が
あ
る
。
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（
７
）	

中
西
健
治
先
生
「
住
吉
物
語
に
つ
い
て
の
覚
書
」（『
平
安
文
学
研
究
・
衣
笠
編
』

六
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
８
）	
大
取
一
馬
『
勅
撰
和
歌
集
古
注
釈
と
そ
の
研
究
（
上
）』「
萩
原
宗
固
の
勅
撰
集

注
釈
―
『
新
勅
撰
集
秋
風
抄
』
と
新
出
書
簡
等
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
前
掲
注

（
4
））
に
よ
れ
ば
、
現
在
は
所
在
不
明
な
が
ら
、
宗
固
自
筆
の
源
氏
物
語
（
帚

木
巻
）
も
存
在
し
て
い
る
、
と
い
う
。

（
９
）	

河
海
抄
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。

	

▽�

吉
森
佳
奈
子
『『
河
海
抄
』
の
『
源
氏
物
語
』』（
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
三
年
）

	

▽�

松
本
大
『
源
氏
物
語
古
注
釈
書
の
研
究　
『
河
海
抄
』
を
中
心
と
し
た
中
世
源

氏
学
の
諸
相
』（
和
泉
書
院
、
二
〇
一
八
年
）

（
10
）	

宗
固
の
河
海
抄
利
用
の
実
態
は
、
契
沖
や
賀
茂
真
淵
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に

（
吉
森
佳
奈
子
「「
日
本
紀
」
に
よ
る
注
―
『
河
海
抄
』
と
契
沖
・
真
淵
―
」

（『
中
古
文
学
』
七
十
三
、
二
〇
〇
四
年
五
月
））、
湖
月
抄
経
由
で
あ
っ
た
、
と

も
考
え
ら
れ
る
。
宗
固
の
著
作
全
体
を
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
本

稿
で
と
り
あ
げ
た
も
の
に
限
れ
ば
、
一
葉
抄
の
「
も
ち
ゐ
」
項
に
引
用
さ
れ
た

河
海
抄
は
、
湖
月
抄
に
も
同
文
を
み
る
が
、
同
じ
く
、
一
葉
抄
の
「
か
は
ぶ
え
」

項
に
引
用
さ
れ
た
河
海
抄
は
、「
河
海
に
委
し
く
記
給
へ
り
」
と
提
示
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
湖
月
抄
所
引
の
河
海
抄
は
「
か
は
ぶ
え
」
に
言
及
し
て

い
な
い
の
で
あ
っ
て
、
判
然
と
し
な
い
。
た
だ
、
ど
ち
ら
で
あ
っ
て
も
、
辞
書

と
し
て
の
河
海
抄
の
ス
タ
イ
ル
が
希
求
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
こ
と
に
違
い
は
な

い
。

（
11
）	

源
氏
物
語
注
釈
書
に
と
ど
ま
ら
な
い
河
海
抄
の
利
用
は
、
古
辞
書
を
通
覧
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
も
た
し
か
め
ら
れ
る
。
吉
森
佳
奈
子
「
字
書
の
出
典
と
な
る
『
河

海
抄
』」（
日
向
一
雅
編
『
源
氏
物
語
の
礎
』
青
簡
舎
、
二
〇
一
二
年
）、
同
「
漢

字
に
よ
る
和
語
の
注
の
空
間
と
『
河
海
抄
』」（『
国
語
と
国
文
学
』
九
十
一－

十

一
、
二
〇
一
四
年
十
一
月
）
は
、
漢
字
に
よ
っ
て
和
語
を
説
明
す
る
『
河
海
抄
』

の
注
説
が
、
後
代
の
古
辞
書
類
に
も
広
が
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

（
12
）	

蜻
蛉
日
記
草
稿
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
論
文
に
詳
し
い
。

	

▽�

正
宗
敦
夫
「
稿
本
「
蜻
蛉
日
記
註
釋
」」（『
文
学
』（
岩
波
書
店
）
八
、
一
九

三
二
年
一
月
）

	

▽�

柿
本
奨
「「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
に
つ
い
て
」（『
か
が
み
』
六
、
一
九
六
一
年
八

月
）

	

▽�

石
原
昭
平
「
大
東
急
文
庫
「
蜻
蛉
日
記
草
稿
」
解
説
―
付
、
歌
人
・
萩
原

宗
固
の
注
釈
態
度
と
方
法
―
」（
前
掲
注
（
4
））

	

▽�

金
英
燦
「『
蜻
蛉
日
記
草
稿
』
の
成
立
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
語
文
研
究
』

一
〇
五
、
二
〇
〇
八
年
六
月
）

	

▽�

金
英
燦
「
大
東
急
記
念
文
庫
本
『
蜻
蛉
日
記
』
の
注
釈
比
較
研
究
―
『
蜻

蛉
日
記
草
稿
』
を
中
心
に
―
」（『
日
本
語
文
學
』
七
十
七
、
二
〇
一
七
年

五
月
）

	
�

こ
の
う
ち
、
柿
本
奨
、
金
英
燦
は
、
蜻
蛉
日
記
草
稿
を
詳
細
に
検
討
し
た
結
果
、

宗
固
自
身
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
と
は
判
断
し
な
い
。
お
お
よ
そ
妥
当
な

見
解
だ
と
思
う
。
蜻
蛉
日
記
草
稿
に
は
、
契
沖
、
賀
茂
真
淵
、
山
岡
浚
明
に
加

え
て
、
宗
固
の
弟
子
筋
に
あ
た
る
塙
保
己
一
、
横
田
袋
翁
、
屋
代
弘
賢
な
ど
の

説
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
一
方
で
、「
宗
固
云
」「
宗
云
」
と
し
て

示
さ
れ
る
宗
固
の
注
説
は
、
相
当
数
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
、
蜻
蛉
日
記
草

稿
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。

（
13
）	
蜻
蛉
日
記
草
稿
の
宗
固
注
は
、
蜻
蛉
日
記
本
文
の
「
左
衛
門
督
」
を
藤
原
済
時

と
解
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
藤
原
頼
忠
と
考
え
ら
れ
る
（
新
編
日
本
古
典
文
学

全
集
、
柿
本
奨
『
蜻
蛉
日
記
全
注
釈　

上
巻
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
六
年
、
三

〇
三
頁
）
ほ
か
参
照
）。



  14  

（
14
）	

写
本
、
一
冊
、
新
版
目
録
番
号　

七
六
・
旧
目
録
番
号　

七
三
。
奥
書
「
元
禄

第
五
歳
次
壬
申
、
渡
瀬
氏
の
本
を
も
て
、
公
務
の
い
と
ま
よ
り
〳
〵
写
之
、
二

月
の
は
じ
め
よ
り
、
四
月
の
末
に
い
た
り
て
、
や
う
や
く
功
を
ゝ
へ
侍
る
。
落

字
、
書
あ
や
ま
り
、
お
ほ
か
る
べ
し
。
松
扄
六
窓
主
人
」。
渡
邉
道
子
「
黒
川
文

庫
蔵
『
仙
源
抄
』
影
印
」（『
実
践
女
子
大
学
文
芸
資
料
研
究
所
年
報
』
十
四
、
一

九
九
五
年
三
月
）
に
詳
し
い
。

（
15
）	

写
本
、
一
冊
、
請
求
番
号　

桃
・
九
・
六
。
奥
書
「
右
、
仙
源
抄
一
巻
、
以
逍

遙
院
殿
自
筆
之
御
本
、
書
写
之
畢
。（
中
略
）
享
保
第
四 

乙
亥 

弥
生
望
和
歌
浦
人

得
月
散
人
源
成
書
」。『
桃
園
文
庫
目
録　

上
巻
』（
東
海
大
学
附
属
図
書
館
、
一

九
八
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
16
）	

写
本
、
一
冊
、
請
求
番
号　

桃
・
九
・
一
二
。
奥
書
「
此
源
氏
仙
源
抄
一
冊
は
、

南
朝
の
廷
臣
、
花
山
内
府
源
長
親 

法
名
明
魏
、
号
耕
雲 

の
述
作
な
り
。
竹
叢
高
尚
蔵

本
を
以
、
宝
暦 

丙
子 

年
菊
月
中
五
筆
を
染
畢
ぬ
。
穂
積
世
美
書
（
在
判
）」。『
桃

園
文
庫
目
録　

上
巻
』（
東
海
大
学
附
属
図
書
館
、
一
九
八
六
年
）
に
詳
し
い
。

（
17
）	

伊
井
春
樹
『
源
氏
物
語
注
釈
書
・
享
受
史
事
典
』（
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
一
年
、

四
二
二
頁
）
に
よ
れ
ば
、「
右
原
本
塙
□
校
蔵
本　

享
和
元
年
夏
写
」
と
す
る
写

本
が
彰
考
館
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

（
18
）	

久
保
田
啓
一
「
近
世
堂
上
派
の
『
古
今
集
』
享
受
―
萩
原
宗
固
を
中
心
に
―
」

（
前
掲
注
（
4
））

（
19
）	

た
と
え
ば
、
中
嶋
隆
「「
古
典
復
興
」
の
諸
相　

江
戸
時
代
文
芸
の
一
面
」（
立

石
和
弘
・
安
藤
徹
編
『
源
氏
文
化
の
時
空
』
森
話
社
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、「『
湖

月
抄
』
の
流
布
は
も
と
よ
り
、
版
を
重
ね
た
『
源
氏
小
鏡
』
の
よ
う
な
梗
概
書
、

『
十
帖
源
氏
』『
お
さ
な
源
氏
』
の
よ
う
な
絵
入
本
等
々
の
版
本
の
流
通
は
、『
源

氏
』
享
受
者
の
拡
大
を
う
な
が
す
と
同
時
に
、『
源
氏
』
に
か
か
わ
る
「
知
」
の

均
質
化
を
も
た
ら
し
た
。」
と
述
べ
る
。

付
記

　

本
文
の
引
用
は
、
以
下
の
原
本
・
影
印
・
文
献
に
よ
り
、
巻
数
や
丁
数
・
頁
数
な
ど

を
示
し
た
。
引
用
に
さ
い
し
て
は
、
私
に
、
句
読
点
・
釣
括
弧
等
を
付
し
た
。

▽�

更
級
日
記　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
26
『
和
泉
式
部
日
記　

紫
式
部
日
記　

更
級

日
記　

讃
岐
典
侍
日
記
』（
小
学
館
、
一
九
九
四
年
）

▽�

六
百
番
歌
合　

新
日
本
古
典
文
学
大
系
38
『
六
百
番
歌
合
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八

年
）

▽�

挙
白
集　

吉
田
幸
一
編
『
長
嘯
子
全
集
（
第
一
巻
～
第
六
巻
）』（
古
典
文
庫
、
一
九

七
二
年
～
一
九
七
五
年
）

▽�

首
書
源
氏
物
語　

片
桐
洋
一
『
首
書
源
氏
物
語　

総
論
・
桐
壺
』（
和
泉
書
院
、
一
九

八
〇
年
）

▽�

和
歌
聞
書　

近
世
和
歌
研
究
会
編
『
近
世
歌
学
集
成
（
上
）』（
明
治
書
院
、
一
九
九

七
年
）

▽�

志
野
乃
葉
草　

国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
・
原
本
（
請
求
記
号　

111 -108

）

▽�

楽
寿
筆
叢　

名
古
屋
叢
書
三
編
第
十
一
巻
『
楽
寿
筆
叢　

十
如
是
独
言
』（
名
古
屋
市

教
育
委
員
会
、
一
九
八
五
年
）

▽�

霞
関
集　

松
野
陽
一
『
霞
関
集
』（
古
典
文
庫
、
一
九
八
二
年
）

▽�

一
話
一
言　
『
大
田
南
畝
全
集
（
第
十
二
巻
～
第
十
六
巻
）』（
岩
波
書
店
、
一
九
八
六

年
～
一
九
八
八
年
）

▽�
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大
学
附
属
図
書
館
蔵
黒
川
文
庫
「
お
ち
く
ほ
物
か
た
り
」　

原
本
（
函
架
番
号　

黒
・
一
・
Ｈ
・
六
三
）

▽�

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
「
堤
中
納
言
物
語
」　

原
本
（
函
架
番
号　

二
一
・
一
〇
六
・
一

三
三
六
）

▽�

中
西
健
治
先
生
蔵
「
住
吉
物
語
」　

原
本
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▽�
一
葉
抄　

東
京
大
学
総
合
図
書
館
蔵
南
葵
文
庫
本
・
原
本
（
請
求
記
号　

A
00:4202

）

に
よ
る
。
た
だ
し
、
闕
字
箇
所
に
限
っ
て
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
本
・
原
本
（
請

求
記
号　

911.104//H
14//1

）
で
補
い
、
□
で
示
し
た
。

▽�

和
名
類
聚
抄
（
元
和
三
年
（
一
六
一
七
）
古
活
字
本
）　

京
都
大
学
文
学
部
国
語
学
国

文
学
研
究
室
編
『
諸
本
集
成
倭
名
類
聚
抄
〔
本
文
篇
〕』（
増
訂
再
版
、
臨
川
書
店
、
一

九
七
一
年
）

▽�

河
海
抄　

玉
上
琢
彌
編
『
紫
明
抄
・
河
海
抄
』（
角
川
書
店
、
一
九
六
八
年
）

▽�

蜻
蛉
日
記　

新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
13
『
土
佐
日
記　

蜻
蛉
日
記
』（
小
学
館
、
一

九
九
五
年
）

▽�

蜻
蛉
日
記
草
稿　

阿
部
篤
子
・
荻
窪
昭
子
・
後
藤
祥
子
・
佐
田
公
子
「
資
料
翻
刻　

大

東
急
文
庫
蔵
『
草
稿
蜻
蛉
日
記
一
』（
萩
原
宗
固
の
蜻
蛉
日
記
注
）」（
上
村
悦
子
先
生

頌
寿
記
念
論
集
編
集
委
員
会
編
『
王
朝
日
記
の
新
研
究
』
笠
間
書
院
、
一
九
九
五
年
）、

後
藤
祥
子
・
高
橋
由
記
「
資
料
翻
刻　

大
東
急
記
念
文
庫
蔵
『
草
稿
蜻
蛉
日
記
二
・

三
・
七
』（
萩
原
宗
固
の
蜻
蛉
日
記
注
）」（『
日
本
女
子
大
学
紀
要　

文
学
部
』
四
十

七
、
一
九
九
八
年
三
月
）、
後
藤
祥
子
「
資
料
翻
刻　

正
宗
家
蔵
『
草
稿
蜻
蛉
日
記
四
』

（
萩
原
宗
固
の
蜻
蛉
日
記
注
）」（『
日
本
女
子
大
学
紀
要　

文
学
部
』
四
十
三
、
一
九

九
四
年
三
月
）、
後
藤
祥
子
「
資
料
翻
刻　

正
宗
家
蔵
『
草
稿
蜻
蛉
日
記
五
』（
萩
原

宗
固
の
蜻
蛉
日
記
注
）」（『
日
本
女
子
大
学
紀
要　

文
学
部
』
四
十
四
、
一
九
九
五
年

三
月
）、
後
藤
祥
子
「
資
料
翻
刻　

正
宗
家
蔵
『
草
稿
蜻
蛉
日
記
六
・
八
』（
萩
原
宗

固
の
蜻
蛉
日
記
注
）」（『
日
本
女
子
大
学
紀
要　

文
学
部
』
四
十
五
、
一
九
九
六
年
三

月
）
に
よ
る
。
末
尾
に
は
、
上
村
悦
子
『
蜻
蛉
日
記
解
釈
大
成
（
第
一
巻
～
第
九
巻
）』

（
明
治
書
院
、
一
九
八
三
年
～
一
九
九
五
年
）
の
段
落
・
巻－

頁－

行
を
示
し
た
。

▽�

仙
源
抄　

源
氏
物
語
古
注
集
成
21
『
仙
源
抄
・
類
字
源
語
抄
・
続
源
語
類
字
抄
』（
お

う
ふ
う
、
一
九
九
八
年
）

▽�

京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
中
院
文
庫
「
仙
源
抄
」　

京
都
大
学
貴
重
資
料
デ
ジ
タ
ル

ア
ー
カ
イ
ブ
（
請
求
記
号　

中
院/V

/30

）


